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【分担研究５】拠点病院・高齢者施設・福祉施設におけるHIV 診療や受け入れの実態調査 

研究分担者：末盛 浩一郎（愛媛大学医学部 准教授） 

 

研究要旨： 

四国地域にはブロック拠点病院が存在しないものの、HIV患者数は増加傾向にあり、全

国で最も高齢化が進んでいる地域の一つであることから、HIV患者の高齢化も顕著に進行

している。今後、HIV患者に対する介護および療養体制の整備は喫緊の課題であるが、現

状では中核拠点病院への患者の集中が見られ、各県内のエイズ拠点病院における機能およ

び介護・療養体制は必ずしも十分とは言えない。本研究により、比較的医療資源の乏し

い、いわゆる「地方」においても、HIV診療体制および介護・療養体制の充実と地域間に

おける均てん化が促進されることが期待される。 

令和 6年度の研究成果として、「四国地方におけるエイズ中核拠点病院の HIV患者のレ

ジストリー研究」を構築した。これにより、四国地域における HIV診療および多職種連携

の実態を把握することが可能となり、各中核拠点病院の機能評価および体制の改善、なら

びに連携体制の再評価を行うための重要な基盤となることが期待される。さらに、得られ

た知見は四国地域に限らず、同様の課題を抱える全国の地方地域においても有用な情報を

提供し得るものと考えられる。 
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Ａ.研究目的 

四国地域にはブロック拠点病院が存在し

ないものの、HIV・エイズ患者は多く、当

院においてもこれまでに累計 220名以上の

患者を治療している。近年、四国地域にお

ける HIV・エイズ患者数は増加の一途をた

どっている。中核拠点病院に患者が集中す

る中、他の拠点病院においても診療・連携
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が求められるが、診療未経験および対応が

困難な状況が四国では特に著しい。四国地

域における高齢化率は 33％を超えてお

り、都市部と比較して中高年層の患者が多

い傾向にある。また、エイズ罹患率も

40％を超えており、中年層においても

Activities of Daily Living（ADL）の低

下が認められ、日常生活に支障を来し、自

宅での療養が困難となるため、長期的な施

設療養を要する症例も散見される。 

一方、これらの実情が明らかとなってい

るにもかかわらず、四国地域全体における

HIV 患者の詳細な実態や、同地区における

HIV 診療体制および医療機関間の連携状況

については、十分に解明されていなかっ

た。四国地域においては、HIV 患者が中核

拠点病院に集中して受診する傾向が認めら

れることから、同地区の中核拠点病院に通

院する患者を対象としたレジストリーを構

築することで、当該地域における患者の実

態把握が可能になると考えた。これに基づ

き、「四国地方におけるエイズ中核拠点病

院の HIV 患者のレジストリー研究」の構

築を企図したものである。本研究により、

中核拠点病院をはじめとする拠点病院、高

齢者施設、福祉施設における HIV 診療体

制および患者受け入れの実態が明らかにな

ることが期待される。また、これにより、

本研究の最終目標の１つである、拠点病院

や福祉療養療養への円滑な移行の実現に寄

与することが見込まれ、学術的ならびに社

会的に極めて意義深い研究であると位置づ

けられる。 

 

Ｂ. 研究方法 

本研究では、分担研究者と協力のもと、

「四国地方におけるエイズ中核拠点病院の

HIV 患者のレジストリー研究」の構築を目

指す。まず、レジストリーに含める項目、

調査期間、運用方法等について協議を行

い、その計画書を作成した（図 1）。次

に、本研究は当院の倫理審査委員会におい

て審査・承認を受け、さらに各医療機関に

おいても同様に倫理審査・承認を得たうえ

で、レジストリーの運用を開始する。得ら

れた情報は各施設において集計された後、

当院において集約・統合され、四国地域全

体のデータとして解析を実施する。 
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図 1 「四国地方におけるエイズ中核拠点

病院のHIV患者のレジストリー研究」の

研究実施計画書 

 

（倫理面への配慮） 

本研究では、HIV診療における定期受診

時に、既に臨床上実施が予定されている血

液検査の結果を用いるため、新たな検査等

は実施せず、説明および同意の取得に代え

てオプトアウト方式を採用する。研究内容

については、愛媛大学医学部附属病院第一

内科および臨床研究支援センターのホーム

ページ上に情報公開を行い、対象者が研究

への参加を拒否する機会を確保する。本研

究は、当院の倫理審査委員会において審

査・承認を受けた上で実施する。なお、他

県においては、各医療機関の方針に従い、

それぞれの施設における倫理審査・承認を

経て実施する。 

 

Ｃ. 研究結果 

「四国地方におけるエイズ中核拠点病院

の HIV 患者のレジストリー研究」が、参

加するすべての医療機関において倫理的承

認を取得した上で実施された。2023 年に

は、合計 333 例の患者データが収集され、

2024 年分については現在集計作業中であ

る（図２）。これらのデータを統合した最

終的な結果および解析については、本年度

の日本エイズ学会学術集会において発表を

予定している。 

 

 

 

 

図 2 「四国地方におけるエイズ中核拠点

病院のHIV患者のレジストリー研究」に

おける 2023-4年の各医療機関の結果(一

部抜粋) 
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Ｄ．考察 

四国地域における拠点病院、高齢者施設

および福祉施設における HIV 診療ならび

に患者受け入れの実態については、これま

で十分に明らかにされてこなかった。先行

研究においては、他県の中核拠点病院との

連携の過程で、「中核拠点病院への患者集

中」、「拠点病院が十分に機能していない地

域の存在」、「患者の高齢化」、「高齢者施

設・福祉施設への患者移行」といった課題

が指摘されていた。とりわけ四国地域にお

いては、中核拠点病院に患者が集中する傾

向が顕著であることから、当該地域に所在

する全中核拠点病院における患者情報の網

羅的把握および分析が、本研究の評価およ

び目的達成に資するものと判断し、「レジ

ストリー研究」という研究手法を採用する

に至った。 

四国地域における HIV 診療は、患者数が

限られていることから、HIV診療を専従とす

る医師は存在していないのが現状である。

各医師は、血液内科、総合診療科、膠原病内

科など、それぞれの専門領域を有しつつ、

HIV診療・連携を行っている。同様の状況は、

他の医療職種においても概ね当てはまる。

本研究は、各医療機関における HIV 診療体

制および多職種連携の現状を再評価する契

機となり、同様の課題を抱える他の医療機

関との比較検討を可能とする点において、

各中核拠点病院の機能評価および体制改善

に資するものと考えられる。さらに、これら

の知見は四国地域全体の HIV 診療および連

携体制の向上にも寄与することが期待され

る。また、HIV患者の高齢化は日本全国に共

通する重要な課題であり、四国地域と類似

した状況にある地方も少なくないと推察さ

れることから、本研究の成果を全国へ発信

することは、今後の HIV 診療体制の整備や

政策立案においても意義深いと考えられる。 

 

Ｅ．結論 

拠点病院、高齢者施設、福祉施設におけ

る HIV診療および受け入れ体制の実態を把

握することを目的として、「四国地方にお

けるエイズ中核拠点病院の HIV患者のレジ

ストリー研究」を構築した。本研究により

四国地域全体における HIV診療体制および

多職種連携の質的向上が期待されるととも

に、その成果は全国の医療・福祉関連機関

に対しても有益な情報を提供し得ると考え

られる。以上の点から、本研究は学術的お

よび社会的観点の双方において、極めて意

義深い研究活動であると位置づけられる。 
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